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研 究 成 果

「コシヒカリ」用全量基肥肥料の改良
～より環境にやさしく、米の品質を安定確保できる肥料へ～

土壌･環境保全課　副主幹研究員　山田 宗孝

◎従来肥料

◎改良肥料

注1）水田で1作期間中溶出させた肥料の被膜を土壌とともにポリ容

器に入れてプロペラ式撹拌機で撹拌し、さらに水を加えて撹拌

して静置後、肥料被膜の状況を観察（5反復）

注2）崩壊粒率：（投入粒数-形状維持粒数）/投入粒数×100

注3）浮上粒率：水面に浮いた粒数/投入粒数×100

供試肥料
崩壊粒率

（％）

浮上粒率

（％）

J コート肥料 （J コート SE） 72.8 1.6

LP コート肥料 （LPSS100） 0.0 62.4

表 1　溶出後被膜の崩壊粒率と浮上粒率
（撹拌機を用いた室内モデル試験結果）

速効性 つなぎ肥相当 穂肥相当

34％
10％
LP50

56％
LPSS100

速効性 つなぎ肥相当 穂肥相当

35%
10%

J コート 30
38％

J コート SD(80)
17%

J コート SE(100)

vol.31
令和３年５月富山県農林水産総合技術センター農業研究所
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生育ステージ
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図1　穂肥相当被覆窒素の溶出率の推移
　　　　（2018、2020年調査平均）

注）農業研究所内圃場（砂壌土）における埋め込み調査結果

（移植は5月中旬）

図3　基白・背白粒の発生割合（調査年度別）
注1）エラーバーは標準偏差

注2）調査年度下に記載した温度は出穂後20日間の平均気温

（富山地方気象台観測値）

図2　水稲の葉色（SPAD値）の推移
　　　　（2018～2020年調査平均）

注）農業研究所内圃場（砂壌土）において、各肥料を窒素成分で

約9kg/10aを5月中旬に移植同時側条施肥　表2、図3も同じ

改良肥料

従来肥料

40

38

36

34

32

30

28

移植時 移植 幼穂 穂ばらみ期 穂揃期 穂揃期 成熟期

約1月後 形成期 約２週後

最高 幼穂 穂ばらみ期 穂揃期 穂揃期 穂揃期

分げつ期 形成期 約2週後 約3週後

表 2　水稲の生育、 収量及び収量構成要素 （2018 ～ 2020 年調査平均）

改良肥料

従来肥料

粒
数
割
合

(%
)

20

15

10

5

0
2018年
（27.7℃）

2019年
（29.3℃）

2020年
（28.8℃）

試験区
幼穂形成期 成熟期 精玄米重

(kg/10a)

着粒数 登熟歩合

(%)

千粒重

(g)
草丈
（cm）

茎数
( 本 /m2)

稈長
(cm)

穂長
(cm)

穂数
( 本 /m2)

倒伏
程度

( 粒 / 穂 ) ( 百粒 /m2)

改良肥料 67.0 534 78.5 18.8 380 無 519 68.5 260 88.2 22.7

従来肥料 66.7 548 79.0 18.9 373 無 534 70.2 262 89.2 22.8
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研究成果

低コスト・省力化及び安定生産のための高密度播種苗の留意点
～軽労化と健苗育成のせめぎ合い～

栽培課　主任研究員　寺崎　亮

高密度播種苗（密苗）

直播

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

栽
培
面
積

(h
a)

H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2

図１　県内での密苗及び直播栽培面積の推移
注）Ｒ２年度生産部会資料等より引用

図３　播種量及び育苗日数が発根能力に及ぼす影響
（2019、2020）

注）除根処理した苗を蒸留水入りのビーカー内に

1週間程度静置した後に調査した。

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

5

4

3

2

1

0

9

6

3

0

葉
齢

(L
)

発
根
数

（
本

/
個
体
）

根
重

（
m
g/

個
体
）

0 5 10 15 20 25 30 35

21 13 15

120 200 240 280

21 13 15 21 13 15 21

乾籾 120g/ 箱

乾籾 200g/ 箱

乾籾 240g/ 箱

乾籾 280g/ 箱

慣行苗

密苗

育苗日数 （日）

図２　播種量及び育苗日数と葉齢展開の関係
（2019、 2020）

緩慢 停滞

年度

発根数 根重

育苗日数 （日、 上段）

播種量 （乾籾 g/ 箱、下段）

写真１　密苗及び慣行苗
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図４　播種量及び育苗日数が初期茎数に及ぼす影響
（2019、2020）

注）植付本数4本/株、深さ3～4cm程度で手植えし、

移植3週間後に調査した。

育苗日数 （日、 上段）

箱当たり播種量 （g/ 箱、下段）

図５　栽植密度が一穂籾数及び精玄米重に
及ぼす影響（2019、2020）

注）慣行：120g/箱、密苗：240g/箱を示し、植付本数4本/株

程度、深さ3～4cm程度で機械移植した。

図６　移植時の作業速度が欠株発生に及ぼす影響　
（2019、2020）

注１）慣行：120g/箱、密苗：240g/箱を示し、育苗培土は加工床土を用

いて育苗した。

注２）植付本数4本/株程度、深さ3～4cm程度で調整し、機械移植した

直後に欠株率を調査した。

注３）移植時の気象条件：2019年；快晴、平均風速3.3m/s、平均最大

瞬間風速7.2m/s、2020年；曇時々晴、平均風速2.5m/s、平均最

大瞬間風速5.5m/s）

慣行 密苗

栽植密度 （株 /坪）

70 37 50 70 85
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研究成果

クモヘリカメムシの発生実態と有効薬剤
～正しく恐れ、適切な対処を～ 病理昆虫課　研究員　黒田 貴仁

（現農業経営課　技師）

写真１　クモヘリカメムシの成虫 （左） 及び幼虫 （右）

写真２　エノコログサを吸汁するクモヘリカメムシ成虫

図１　富山県内におけるクモヘリカメムシの発生量と
分布域の推移（2010～2020年）

注）県内各地域の農業技術者協議会のすくい取り調査結果より

　　雑草地：６月下旬～７月下旬、早生水田：７月中旬～下旬に調査

図２　雑草地におけるクモヘリカメムシのすくい取り虫数
（2019、2020年、現地試験）

注）図中の⓪は越冬世代、①は第１世代、②は第２世代

2019年は２ヶ所、2020年は３ヶ所の雑草地における調査結果
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図３　クモヘリカメムシ成虫による出穂後の時期別の
斑点米粒数（2020年、ポット試験）

注）品種：てんたかく 81（出穂期7/26）

ポットでの放飼試験

図４　斑点米の加害種と被害症状
注）側部斑紋状粒（鉤合部以外）の発生は極めて少ない。

図５　クモヘリカメムシ成虫に対する各薬剤の残効性
（2020年、ポット試験）

注）品種：てんたかく 81（出穂期7/26）

試験は雨除けハウス内で実施

ポット植えの出穂５日後のイネにハンドスプレーで常用濃度の各

薬剤を１回処理

成熟期に粗玄米の斑点米粒数を調査
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2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

斑
点

米
率

（
％

）

0〜2 日 7〜9 日 13〜15 日 21〜23 日

薬剤処理後日数 （放飼時期）

頂部黒変 側部しみ状
側部斑紋状

（鉤合部）

頂部

ダルマ型
しいな状

クモヘリカメムシ

カスミカメムシ類

トゲシラホシカメムシ

側部斑紋状

（鉤合部以外）

注）プラスチックケースに成虫10頭と稲穂を入れ、150L/10a相当量

の薬液を噴霧し、24、72時間後に死虫（苦悶虫含む）を計数し、

補正死虫率を算出

　　　補正死虫率＝100×（処理区の死虫率－無処理区の死虫率）/

（100－無処理区の死虫率）

　　　IRACコード：殺虫剤抵抗性管理のための殺虫剤作用機構分類

表１　クモヘリカメムシ成虫に対する各薬剤の殺虫効果
（2020年、室内試験）

供試薬剤 希釈倍率
補正死虫率 （％）

系統
IRAC
コード24 時間後 72 時間後

スタークル液剤 10 1,000 倍 100 100 ネオニコチノイド 4A

エクシードフロアブル 2,000 倍 83.0 96.5 スルホキシイミン 4C

キラップフロアブル 1,000 倍 86.5 92.8 フェニルピラゾール 2B

Mr. ジョーカー EW 2,000 倍 89.8 100 ピレスロイド 3A
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新規研究課題

農業研究所の活動から

写真 1　S コート肥料 写真２　栽培試験実施状況硫黄被覆肥料の構造

（サンアグロ株式会社HPより）

硫黄被膜

微生物分解性ワックス

ピンホール

ピンホール

硫黄被覆肥料の構造

写真 1　葉枯病 （左） と不稔粒 （右） 写真２　アワノメイガ （左） と被害茎 （右）

農業研究所成果発表会を開催
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人 の 動 き

第73回　北陸病害虫研究会（eポスター発表、2月16～17日）

令和3年度日本植物病理学会大会（オンライン発表、3月17～19日）

第65回 日本応用動物昆虫学会大会（オンライン発表、3月23～26日）

学会・研究会での発表　（２～３月）

農研ニュース　第３１号　　令和３年（２０２１年）５月発行
発行所   富山県農林水産総合技術センター農業研究所

〒939-8153 富山市吉岡1124－1　TEL 076-429-2111
農林水産総合技術センターＨＰアドレス　http://taffrc.pref.toyama.jp/nsgc/nougyou/

8


	農研ニュースNo31_1
	農研ニュースNo31_2
	農研ニュースNo31_3
	農研ニュースNo31_4
	農研ニュースNo31_5
	農研ニュースNo31_6
	農研ニュースNo31_7
	農研ニュースNo31_8

